
 

第 4 回  議会改革推進特別委員会 

                   令和 3 年 12 月 20 日(月) 

13 時 00 分 ～  時  分 

                全 員 協 議 会 室 

 

【委 員】 牛尾委員長、西田副委員長 

      足立委員、村武委員、小川委員、佐々木委員、田畑委員 

【委員外】 

【議長団】 

【事務局】 下間書記、古森局長、近重議事係長 

 

 

議  題 

1 議会 BCP の作成について                                       

 

 

 

 

2 委員会代表質問について 

 

 

 

 

3 多様な人材が議員に立候補しやすい環境整備について 

 

 

 

 

4  その他 

 

 

 

 

 

 

 ○次回開催    月   日（  ）   時   分  全員協議会室 

 

 



浜 田 市 議 会 に お け る 災 害 発 生 時 の 対 応 要 領  

 

 （ 趣 旨 ）  

第 1 条  こ の 要 領 は 、 浜 田 市 議 会 基 本 条 例 第 5 条 の 規 定 に 基 づ き 、

浜 田 市 に お い て 地 震 や 水 害 等 の 災 害 が 発 生 し た 場 合 に 、浜 田 市 議

会 が 浜 田 市 災 害 対 策 本 部 （ 以 下 「 対 策 本 部 」 と い う 。） と 連 携 、

協 力 し 、災 害 対 策 活 動 を 支 援 す る と と も に 、議 会 と し て 適 切 な 対

応 を 図 る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ 支 援 本 部 の 設 置 ）  

第 2 条  議 長 は 、地 震 や 水 害 等 の 災 害 に よ り 対 策 本 部 が 設 置 さ れ た

場 合 、こ れ に 協 力 す る た め 、浜 田 市 議 会 災 害 対 策 支 援 本 部（ 以 下

「 支 援 本 部 」 と い う 。） を 設 置 す る こ と が で き る 。  

2 災 害 の 状 況 に よ り 支 援 本 部 が 設 置 で き な い と き は 、 議 長 の 指 示

の 下 、 議 会 事 務 局 が 第 4 条 各 号 に 掲 げ る 事 務 を 行 う も の と す る 。 

 （ 支 援 本 部 の 構 成 ）  

第 3 条  支 援 本 部 は 、本 部 長 、副 本 部 長 、本 部 員 を も っ て 構 成 す る 。  

2 本 部 長 は 議 長 を も っ て 充 て 、 支 援 本 部 の 事 務 を 統 括 し 、 本 部 員

を 指 揮 監 督 す る と と も に 、対 策 本 部 の 会 議 に 出 席 し て 情 報 収 集 及

び 執 行 部 と の 情 報 共 有 に 努 め る も の と す る 。  

3 副 本 部 長 は 副 議 長 を も っ て 充 て 、 本 部 長 を 補 佐 し 、 本 部 長 に 事

故 あ る と き は 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

4 本 部 員 は 、 議 会 運 営 委 員 会 の 委 員 を も っ て 充 て 、 本 部 長 、 副 本

部 長 を 補 佐 す る と と も に 、 支 援 本 部 の 事 務 に 従 事 す る 。  

 （ 支 援 本 部 の 事 務 ）  

第 4 条  支 援 本 部 は 、 次 に 掲 げ る 事 務 を 行 う も の と す る 。  

（ 1） 議 員 の 安 否 の 確 認 を 行 う こ と 。  

（ 2） 対 策 本 部 か ら 災 害 情 報 の 提 供 を 受 け 、 各 議 員 に そ の 情 報 を 提

供 す る こ と 。  

（ 3） 災 害 情 報 を 収 集 ・ 整 理 し 、 対 策 本 部 に 提 供 す る こ と 。  

（ 4） 被 災 地 及 び 避 難 所 等 の 状 況 把 握 を 行 う こ と 。  

（ 5） 必 要 に 応 じ て 国 ・ 県 等 へ の 要 望 活 動 を 行 う こ と 。  

（ 6） そ の 他 災 害 に 関 し て 本 部 長 が 必 要 と 認 め る こ と 。  

 （ 議 員 の 任 務 ）  

第 5 条  支 援 本 部 の 事 務 に 従 事 し な い 議 員 は 、次 に 掲 げ る 事 務 を 遂



行 す る よ う 努 力 す る も の と す る 。 な お 、 事 務 遂 行 に 当 た っ て は 、

被 災 者 の 心 情 を 慮 る よ う 努 め る と と も に 、屋 外 で の 活 動 を 行 う 場

合 は 、 二 次 災 害 の 発 生 が な い よ う 十 分 留 意 す る も の と す る 。  

（ 1） 自 ら の 安 否 及 び 連 絡 先 を 支 援 本 部 に 報 告 し 、 連 絡 体 制 の 確 立

を 図 る こ と 。  

（ 2） 支 援 本 部 か ら 災 害 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と 。  

（ 3） 提 供 を 受 け た 災 害 情 報 等 を 参 考 に し な が ら 、 各 地 域 に お け る

被 災 地 及 び 避 難 所 の 状 況 調 査 を 行 い 、必 要 に 応 じ て 支 援 本 部 に

報 告 す る こ と 。  

（ 4） 各 地 域 に お け る 災 害 支 援 ・ 復 旧 活 動 に 協 力 す る こ と 。  

（ 5） 各 地 域 に お い て 被 災 者 か ら の 相 談 に 応 じ 助 言 を 行 う こ と 。  

 （ 議 会 事 務 局 の 役 割 ）  

第 6 条  議 会 事 務 局 は 支 援 本 部 事 務 局 の 役 割 を 担 う も の と す る 。  

（ 1） 事 務 局 長 は 、 対 策 本 部 の 会 議 等 に 出 席 し 、 情 報 収 集 に 努 め る

と と も に 、 議 会 か ら の 情 報 提 供 を 行 う 。  

（ 2） 事 務 局 職 員 は 、 各 議 員 と の 連 絡 や 災 害 情 報 の 整 理 な ど 、 事 務

局 の 業 務 に 従 事 す る 。  

 （ そ の 他 ）  

第 7 条  こ の 要 領 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 、本 部 長 が 別 に

定 め る 。  

 

 こ の 要 領 は 、 平 成 25 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  



浜田市議会災害時行動マニュアル 

 

○ 災害対策本部が設置された場合、議長は、副議長と協議の上、原則として支援

本部を設置する。 

○ 支援本部は議会第一委員会室に置く。 

○ 議長、副議長ともに議会に参集できない状況の場合は、支援本部は設置せず、

対応要領第２条第２項に基づく対応を行うものとする。 

 

Ⅰ 支援本部設置の場合の対応 

１ 本部長は、支援本部の設置について、別途定める連絡体制により全議員に連

絡するとともに、各議員の安否の確認を行う。 

２ 本部長、副本部長及び本部員は、直ちに議会に参集し、対応要領第４条に定

める支援本部の事務に従事する。 

ただし、議会に参集できない本部員は、本部長の指示により他の議員と同様

の事務に従事する。 

 ３ 本部長は、災害対策本部の会議に出席し、提供された情報を速やかに支援本

部で整理して各議員に提供する。 

 ４ 各議員は、避難所開設など、災害対策本部が行う支援活動等に協力するとと

もに、地域における状況把握に努め、新たな情報を把握したとき及び被災者か

ら相談を受け必要と判断したときは、支援本部にその状況を報告する。（災害対

策本部に直接連絡はしない。） 

 ５ 支援本部に集まった情報等は、整理して速やかに災害対策本部に提供する。 

 

Ⅱ 支援本部が設置できない場合の対応 

 １ 議長は、事務局長をして、事務局職員を指揮して対応要領第４条に定める事

務に従事するよう指示する。 

 ２ すべての議員は、対応要領第５条に基づく事務に従事する。 

 ３ 事務局長は、災害対策本部の会議に出席し、提供された情報を速やかに事務

局で整理して各議員に提供する。 

 ４ 各議員は、避難所開設など、災害対策本部が行う支援活動等に協力するとと

もに、地域における状況把握に努め、新たな情報を把握したとき及び被災者か

ら相談を受け必要と判断したときは、事務局にその状況を報告する。（災害対策

本部に直接連絡はしない。） 

 ５ 事務局に集まった情報等は、整理して速やかに災害対策本部に提供する。 

 

Ⅲ その他 

  災害発生時の議員の活動は、議員派遣の手続きを行い、公務災害補償の対象と

するが、二次災害が起こらないよう、服装や行動範囲･内容に十分留意し、安全第

一で行動すること。 



浜田市議会における災害発生時の対応要領フロー 

浜田市議会基本条例第 5 条の規定に基づき、浜田市において地震や水害等の災害が発生した場合 

に、浜田市議会が浜田市災害対策本部（以下「対策本部」という。）と連携、協力し、災害対策活

動を支援するとともに、議会として適切な対応を図るために必要な事項を定めるものとする。 

 

 

 

本部長 

（議 長） 

副本部長 

（副議長） 

本部員 

（議会運営委員会の委員） 

【支援本部の事務に従事しない議員の任務～第 5 条】 

（1）自らの安否及び連絡先を支援本部に報告し、連絡体制の確立を図ること。 

（2）支援本部から災害情報の提供を受けること。 

（3）提供を受けた災害情報等を参考にしながら、各地域における被災地及び避

難所の状況調査を行い、必要に応じて支援本部に報告すること。 

（4）各地域における災害支援・復旧活動に協力すること。 

（5）各地域において被災者からの相談に応じ助言を行うこと。 

＊事務遂行に当たっては、被災者の心情を慮るよう努めるとともに、屋外での

活動を行う場合は、二次災害の発生がないよう十分留意するものとする 

浜田市議会災害対策支援本部  設置 

支援本部の事務を統括し本部員を指揮監督する 

浜田市災害対策本部の会議に出席して情報収集及び執行部

との情報共有に努める 

本部長を補佐し、本部長に事故があるときはその職務を代理する 

本部長、副本部長を補佐するとともに、支援本部の事務

に従事する 

【支援本部の事務～第４条】 

（1）議員の安否の確認を行うこと。 

（2）対策本部から災害情報の提供を受け、各議員にその情報を提供すること。 

（3）災害情報を収集・整理し、対策本部に提供すること。 

（4）被災地及び避難所等の状況把握を行うこと。 

（5）必要に応じて国・県等への要望活動を行うこと。 

（6）その他災害に関して本部長が必要と認めること。 

【議会事務局の役割～第 6 条】 

 議会事務局は支援本部事務局の役

割を担う 

（1）事務局長は対策本部の会議等に

出席し、情報収集に努めるととも

に、議会からの情報提供を行う。 

（2）事務局職員は、各議員との連絡や

災害情報の整理など、事務局の業

務に従事する 

災害発生 

浜田市災害対策本部 設置 

議長は浜田市災害対策本部の会議に出席して

情報収集及び執行部との情報共有に努める 

＊議長は対策本部の構成員ではない 
連携 協力 
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浜 田 市 議 会 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 支 援 本 部 設 置 要 領  

 

 （ 趣 旨 ）  

第 1 条  こ の 要 領 は 、 浜 田 市 議 会 基 本 条 例 第 5 条 の 規 定 に 基 づ き 、

浜 田 市 に お い て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 発 生 防 止 又 は 拡 大

抑 制 の 措 置 が 必 要 と な っ た 場 合 に 、浜 田 市 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対

策 本 部 （ 以 下 「 対 策 本 部 」 と い う 。） と 連 携 、 協 力 し 、 対 策 活 動

を 支 援 す る と と も に 、議 会 と し て 適 切 な 対 応 を 図 る た め に 必 要 な

事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ 支 援 本 部 の 設 置 ）  

第 2 条  議 長 は 、感 染 症 等 の 発 生 、拡 大 に よ り 対 策 本 部 が 設 置 さ れ

た 場 合 、こ れ に 協 力 す る た め 、浜 田 市 議 会 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対

策 支 援 本 部 （ 以 下 「 支 援 本 部 」 と い う 。） を 設 置 す る こ と が で き

る 。  

2 感 染 の 状 況 に よ り 支 援 本 部 が 設 置 で き な い と き は 、 議 長 の 指 示

の 下 、 議 会 事 務 局 が 第 4 条 各 号 に 掲 げ る 事 務 を 行 う も の と す る 。 

 （ 支 援 本 部 の 構 成 ）  

第 3 条  支 援 本 部 は 、本 部 長 、副 本 部 長 、本 部 員 を も っ て 構 成 す る 。  

2 本 部 長 は 議 長 を も っ て 充 て 、 支 援 本 部 の 事 務 の 統 括 及 び 本 部 員

を 指 揮 監 督 し 、対 策 本 部 の 会 議 に 出 席 し て 議 会 と し て の 意 見 を 伝

え る と と も に 、情 報 収 集 及 び 執 行 部 と の 情 報 共 有 に 努 め る も の と

す る 。  

3 副 本 部 長 は 副 議 長 を も っ て 充 て 、 本 部 長 を 補 佐 し 、 本 部 長 に 事

故 あ る と き は 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

4 本 部 員 は 、 各 会 派 代 表 者 を も っ て 充 て 、 本 部 長 、 副 本 部 長 を 補

佐 す る と と も に 、 支 援 本 部 の 事 務 に 従 事 す る 。  

 （ 支 援 本 部 の 事 務 ）  

第 4 条  支 援 本 部 は 、 次 に 掲 げ る 事 務 を 行 う も の と す る 。  

（ 1） 議 員 の 感 染 状 況 の 確 認 を 行 う こ と 。  

（ 2） 対 策 本 部 か ら 会 議 で の 情 報 提 供 を 受 け 、 必 要 に 応 じ て 各 議 員

に そ の 情 報 を 提 供 す る こ と 。  

（ 3） 議 員 か ら の 情 報 を 収 集 ・ 整 理 し 、 対 策 本 部 に 提 供 す る こ と 。  

（ 4） 必 要 に 応 じ て 国 ・ 県 等 へ の 要 望 活 動 を 行 う こ と 。  

（ 5） そ の 他 本 部 長 が 必 要 と 認 め る こ と 。  
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 （ 議 員 の 任 務 ）  

第 5 条  支 援 本 部 の 事 務 に 従 事 し な い 議 員 は 、次 に 掲 げ る 事 務 を 遂

行 す る 。  

（ 1） 支 援 本 部 か ら 対 策 本 部 に お け る 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と 。  

（ 2） 市 民 か ら の 相 談 に 応 じ て 助 言 を 行 う こ と 。  

（ 3） 市 民 の 意 見 及 び 要 望 等 に つ い て 、 必 要 に 応 じ て 支 援 本 部 に 報

告 す る こ と 。  

 （ 議 会 事 務 局 の 役 割 ）  

第 6 条  議 会 事 務 局 は 支 援 本 部 事 務 局 の 役 割 を 担 う も の と す る 。  

（ 1） 事 務 局 長 は 、 対 策 本 部 の 会 議 等 に 出 席 し 、 情 報 収 集 に 努 め る

と と も に 、 議 会 か ら の 情 報 提 供 を 行 う 。  

（ 2） 事 務 局 職 員 は 、 各 議 員 と の 連 絡 や 感 染 情 報 の 整 理 な ど 、 事 務

局 の 業 務 に 従 事 す る 。  

 （ そ の 他 ）  

第 7 条  こ の 要 領 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 、本 部 長 が 別 に

定 め る 。  

 

 こ の 要 領 は 、 令 和 2 年 4 月 16 日 か ら 施 行 す る 。  

【 参 考 】 浜 田 市 議 会 基 本 条 例 （ 危 機 管 理 ）  

第 5 条  議 会 は 、大 規 模 災 害 等 の 緊 急 の 事 態 か ら 市 民 の 生 命 、身 体 及 び 財 産 並 び に

生 活 の 平 穏 を 守 る た め 、総 合 的 か つ 機 能 的 な 活 動 が 図 ら れ る よ う 、市 長 そ の 他 の 執

行 機 関 及 び そ の 職 員 （ 以 下 「 市 長 等 」 と い う 。） と 協 力 し 、 危 機 管 理 体 制 の 整 備 に

努 め る も の と す る 。  

2  議 会 は 、 大 規 模 災 害 等 の 緊 急 の 事 態 が 発 生 し た と き は 、 市 長 等 と 連 携 し 、 次 に

掲 げ る と お り 対 応 す る も の と す る 。  

(1)  議 長 は 、 必 要 に 応 じ て 議 員 に よ る 協 議 又 は 調 整 を 行 う た め の 組 織 を 設 置 す る  

(2)  議 会 は 、 状 況 を 調 査 し 、 市 民 の 意 見 及 び 要 望 を 的 確 に 把 握 す る と と も に 、 必

要 に 応 じ て 市 長 等 に 対 し 、 提 言 及 び 提 案 を 行 う 。  
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◆大津市議会 BCP(業務継続計画)  

災害時などに行うべき議会・議員の役割や行動方針を定めました。 

策定の経過 

平成 25 年度の政策検討会議で議論して策定したもので、今後は、大規模災害時においても、初期対

応の高度化が図られ、災害情報の収集や議員の参集、議会としての協議、審議を迅速に開始し、自治

体として市民ニーズを的確に反映した復旧・復興に早期に取り組むことが可能になりました。         

議会 BCPの基本方針 

1. 議員・事務局職員の安全確保 

議員と議会事務局職員の安否確認体制の構築、特に議会に議会災害対策会議を設置し、初動体制を

整えるとともに、災害の発生時期に応じた議員の行動基準や、災害対策会議の指揮命令系統などを

定めました。 

2. 審議を行う環境の確保・整備 

市役所本館の被害を想定し、代替施設における会議場所の確保をはじめ、議員の参集基準や参集時

の判断基準、災害発生時における議員の行動や役割、備蓄品の確保などを定めました。 

3. 的確な情報の収集と把握 

市の災害対策本部と議会の災害対策会議との組織的な連絡・連携体制を構築し、災害情報の混乱が

生じないよう、情報の収集事項などを定めました。 

大津市議会 BCP について (PDF ファイル: 1.3MB) 

おおつ市議会だより特別号外(議会 BCP 策定） (PDF ファイル: 1.5MB) 

 

 

 

 

R031220 議会改革推進特別委員会資料 

大津市議会 HPから抜粋 
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◆感染症に係る議会 BCP（業務継続計画）の見直し 

大津市議会 BCP は、平成 26 年に地方議会初の業務継続計画として策定してから今日に至るまで、

主に地震や豪雨災害のような自然災害を対象に運用してきましたが、今般の新型コロナウイルス感染

症対策では、全く異なる指針が求められることが表面化したため、感染症にも的確に対応できるよう

抜本的な改正を行いました。 

改定の経過 

新型コロナウイルス感染症のクラスターが大津市役所内で発生し、令和 2 年 4 月末から同年 5 月初

旬までの本庁舎閉鎖という非常事態の中で、議会としてもさまざまな課題に直面しました。 

この教訓を活かし、新型コロナウイルス感染症に適切に対応した議会活動とするため、対感染症に重

点を置き、大津市議会 BCP を迅速に改定しました。 

改定のポイント 

1．感染症対応における発動基準が明確でなかったため、発動の是非を個別判断に委ねることなく、

具体的要件を明示した。 

2．議員や局職員の行動指針についても、自然災害時の動きと異なるものが求められるため、別に定

めた。その中で、感染リスクを排除するために、オンライン会議の活用を推進することを明記した。 

3．感染拡大状況に応じた議会運営方法を想定しておくことが、迅速な対応には重要であり、今回の

コロナ禍における例を詳細に記し、今後の迅速な対応に資するものとした。 

改定の経過 

 また、議会 BCP の第 4 版への改定後、令和 2 年 10 月に県の「コロナとのつきあい方 滋賀プラ

ン」における判断指標が 3 ステージから 4 ステージに、令和 2 年 12 月に市の「大津市新型インフ

ルエンザ等対策業務継続計画」の発生段階が 5 段階 8 区分から 6 段階に見直されたことを受け、県

のプランや市 BCP と整合を図るため改定（第 5 版）しました。 
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改定のポイント 

1．県の判断指標及び市 BCP の発生段階を踏まえ、整合のとれた行動指針などとなるよう見直した。 

2．全編改定された市 BCP の中で示された感染者が発生した場合（市民等の立入り制限、感染時の復

帰基準など）の対応を見直した。 

3．議員や局職員が罹患した場合の情報の公開や連絡体制などを追記した。 

大津市議会 BCP 第 5 版(令和 3 年 3 月改定) (PDF ファイル: 5.1MB) 

 

 

 

 

議会改革年表（ホームページから関連部分を抜粋） 

年月 内容 

令和 3年 3月 

感染症に係る議会 BCP（業務継続計画）の改定（第 5版） 

 令和 2年 8月の議会 BCP改定後、県の判断指標変更や、市 BCPが全編改定さ

れたことを受け、感染者の発生段階を踏まえた行動指針などや、議員・局職員

が罹患した場合の業務体制などを見直すとともに、情報の公開について追記 

令和 2年 8月 

感染症に係る議会 BCP（業務継続計画）の改定（第 4版） 

  策定してから今日に至るまで、主に地震や豪雨災害のような自然災害を対象

に運用してきた議会 BCPだが、今般の新型コロナウイルス感染症対策において

全く異なる指針が求められることが表面化したため、感染症にも的確に対応で

きるよう抜本的に改定 

平成 27年 4月 

議会基本条例及び災害等対策基本条例を制定 

  議会が志す基本理念や基本方針などを定めた「議会基本条例」と、議会 BCP

を踏まえた非常時における議会の責務を含め、市の災害時や危機事案への対応

策を定めた「災害等対策基本条例」を制定 

平成 26年 3月 

議会 BCPを策定 

 災害時などに行うべき議会・議員の役割や行動方針を定めた「議会 BCP（業

務継続計画）」を策定 
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